子育ては皆に支えられて！！
５０代・夫、長男、長女、次男・持家
次男が1年生の時のことです。「お子さんは、熱があって嘔吐してみえます。今、胃腸風邪が流行っていますし、今日は保健の先生が出張なので、直ぐに迎えに来てください！」という担任の先生からの電話が私の職場にありました。
早速迎えに行くと、次男は苦しそうに保健室のベッドに寝ていました。とりあえず車に乗せ、帰路を急ぎました。仕事中に駆けつけたので、家で寝かせ、夕方医者に連れて行こうと思ったのですが、次男は嘔吐が激しく、嘔吐物を口から勢いよく噴射しているような状態でした。これは尋常ではないと思い、市民病院の緊急で脳神経外科に連れて行きました。
「CTスキャンを撮ってみましょう」という先生の言葉に、胸騒ぎを覚えました。その思いは的中しました。嘔吐が止まらず、その日は病院に泊まりましたが、そのまま入院となりました。
「お話がありますので、ご主人と一緒に来てください」という先生からのことばは、胸騒ぎが現実になり、目の前が真っ暗になりました。「この写真から見ると脳腫瘍のようです。腫瘍は悪性だと思われますので、塊ではなく浸出性のものです。そうなると、全て取り除くことは困難ですので、麻痺が残るでしょう」という先生の言葉は、鋭い刃物で胸を刺されるようでした。この時、夫は私と同じように悲しかったのでしょうが、「これは、運命だから仕方が無い。それよりも子どもに悲しい顔を見せたらダメだ！」と言って、私の気持ちを奮い立たせてくれました。入院中は私が仕事をしていたので、実家の母が付き添ってくれました。また長男や長女が「早く治りますように」と一生懸命祈ってくれました。親戚は大好きなファミコンや果物を持って、元気づけてくれました。
開頭手術の結果は、脳腫瘍ではなく、袋の中に膿のたまった脳膿瘍でしたので、きれいに塊を取り除くことができました。やっと安堵の日々が流れているようだったのもつかの間、回診に見えた先生が幾度か首を傾げてみえました。その先生が、またまた衝撃的な言葉を言われました。「心房中隔欠損症のようです。つまり心臓に穴があいているので、その穴の大きさをカテーテル検査で調べてみましょう。２㎝に近かったら穴を塞ぐ手術をしましょう！」私も随分強くなったようで、それを聞いても「手術をすれば治るんだ！」という気持ちが先に立ち、しっかり治療方法を聞くことができました。でも、心臓の手術はやっぱり大変で、人工心肺の中に血液を流し、心臓を空っぽにした状態で手術を行うものでした。
手術のうちでも最も大変な開頭手術と開胸手術を経験した二男も今では社会人となり、毎日仕事に行っています。
子育ては大変ですが、一人ではなく、皆に支えられてできるのではないでしょうか。また目の前の子どもの異常に気付くのは、一生懸命子育てをしている親だと思います。二男を緊急で脳神経外科に連れて行ったのは、母親でしかできなかったことではなかったかと自負しています。あまりの辛さに「どうして僕を生んだの？」と聞かれた時はショックでしたが、胸を張って「私の宝物だから！」と答えました。子育て真っ只中の皆さん、一人で頑張らないで、皆に助けてもらってください。
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